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Trados Live Essential ご利用ガイド 

本ガイドでは、Trados Live Essential（クラウド）のご利用方法をご紹介します。 

オンラインで翻訳を行える Trados Live をご活用ください。 
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１．Trados Live の概要 

Trados Live はクラウド上（オンライン）で翻訳やレビューを行える環境です。Trados デ

スクトップがなくても、オンラインでプロジェクトの作成から翻訳、訳文生成までの一通り

の流れを完結することができます。 

【オンラインエディタ画面】 

  

 

Trados Live には 2 つのエディションがあります。 

①Trados Live Essential（個人） 

Essential は個人向けの環境で、Trados Studio 2021（Starter を除く）を購入すると

1 ライセンスにつき 1 アカウントが標準で付属し、デスクトップとセットで使用するこ

とが可能です。本ガイドでは Essential の使用方法についてご紹介します。 

 

②Trados Live Team（チーム） 

Team はチームで翻訳業務を進めることのできる環境です。ワークフロー機能を使用し

作業者をアサインしたり、複数のコーディネーターがリアルタイムでプロジェクト管理

をしたり、翻訳メモリや用語ベースといったリソースをリアルタイムで共有することが

可能です。 

Team には Essential にはない機能が備わっていますが、ユーザインターフェースや基

本操作は Essential 共通していますので、本ガイドもご参考にしていただけます。 
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２．クラウドのメリット 

クラウド（オンライン）で翻訳をするメリットは何でしょうか。 

【クラウドのメリット】 

・デバイスを問わない（複数 PC を使い分ける場合、タブレット、スマホ） 

・OS の種類を問わない（Mac、Chromebook でも使用可能） 

・デバイス間のデータの移動が不要 

・データをセキュアに保管できる 

・アプリケーションのインストールや、ライセンスのアクティブ化などの手間がない 

・常に最新バージョンを使用でき、アップデートは不要 など 

 

同じアカウントでログインをすることで、Trados デスクトップと Trados Live は同期され

ます。どちらか一方で作成したプロジェクトはどちらでも作業ができ、どちらから一方で更

新した翻訳メモリなどのリソースも、どちらからも確認ができます。 

 

 

一方、Trados デスクトップにはどのようなメリットがあるでしょうか。 

【デスクトップのメリット】 

・フル機能を使用し翻訳とレビューができる 

・オフライン（インターネット環境がない）でも作業を継続可能 

・インターネットの回線速度や状況に依存しない 

・RWS AppStore でアドオンを追加し機能の拡張が可能 など 

 

Trados Live と Trados デスクトップにはそれぞれメリットがあり、組み合わせて使用をす

ることで、さらに柔軟な使用が可能となります。 
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３．ログインとアクセス 

Trados デスクトップを使用している場合は、画面右上の「サインイン」からサインイ

ンをします。「デスクトップ⇔クラウド」間を同期させるためにも、ここでサインイン

をしておくことをお勧めいたします。 

 

 

サインインが完了したら、「ようこそ」ビューにある「Language Cloud と Trados Live」

をクリックし、Trados Live へアクセスします。 

※Trados Live Team をお使いの場合は、Team 用のユーザ情報でサインインをします 
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４．準備 

Trados Live で翻訳をするにあたり、各リソースとテンプレートの準備を行います。 

 

４－１．翻訳メモリと用語ベースのアップロード 

すでに翻訳メモリと用語ベースをお持ちの方は、ローカルにある翻訳メモリと用語ベース

を Trados Live 上へアップロードすることが可能です。 

 

【翻訳メモリのアップロード】 

「リソース」タブの「翻訳メモリ」で、Trados Live 上にある翻訳メモリが一覧で表示され

ます。 

 

 

右にある「新しい翻訳メモリ」をクリックし、新しい空の翻訳メモリを作ります。 

 

 

新しい翻訳メモリの名前、場所、言語、言語処理規則、フィールドテンプレートを設定しま

す。「場所」は Trados Live 上のどの階層に保存をするかの選択となり、初めは Root を選

択すれば問題ありません。慣れたら階層を管理し保存場所を調整してください。 

「言語処理規則」と「フィールドテンプレート」も初めはデフォルトを選択すれば問題あり

ません。（普段から Trados で設定している場合は、同様に設定することを推奨します） 

*言語処理規則とは各言語で数値や分節化などをどう処理するかをカスタマイズする項目、

フィールドテンプレートは翻訳メモリ内にフィールド情報を含めたい場合に使用する項目

です。 
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設定が完了したら「作成」をクリックします。これで空の翻訳メモリがクラウド上に作成さ

れました。次に作成した翻訳メモリにチェックを入れ「インポート」をクリックします。 

 

 

インポートしたいローカルの翻訳メモリ（.sdltm）を選択またはドラッグ&ドロップし、「完

了」をクリックするとインポートが開始されます。インポート後は、何分節がインポートさ

れたかを一覧画面上で確認できます。 
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【用語ベースのアップロード】 

本ガイドではわかりやすく、Excel の用語集をアップロードする流れをご紹介します。 

「リソース」タブの「用語ベース」または「用語」タブで用語ベースを確認できます。 

 

 

右にある「新規用語ベース」をクリックし、新しい空の用語ベースを作ります。 

 

 

名前と保存場所を入力します。 

 

 

用語ベースには、定義（XDT ファイル）という構造を決める概念があります。 

初めは「新しい用語ベースを一から作成する」を選択します。 

普段 XDT ファイルを使用し構造を設定している場合には、XDT を選択をします。 
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次に言語を設定します。 

 

 

構造をカスタマイズしない場合は、このまま「作成」をクリックします。 

作成した用語ベースにチェックを入れ「インポート」をクリックします。 
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インポートしたい Excel の用語集を選択し、「インポート」をクリックします。Excel 内の

各列をどう処理するかが表示されますので必要に応じて調整をします。 

 

 

Excel ファイルは列ごとに各言語の用語を記載したレイアウトです。 

 

 

完了をクリックすると Excel 内の用語データが用語ベースにインポートされます。 

 

用語ベース名をクリックすれば別タブで用語ベースの編集ウィンドウが表示されます。 

ここでは簡単に用語を編集したり追加をすることが可能です。 
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【Trados の用語ベースから Excel の用語ベースを生成】 

Trados で使用する sdltb という拡張子の用語ベースをお持ちの場合は、「Glossary 

Converter」という無料ツールを使うと簡単に Excel の用語集を作成できます。 

 

Glossary Converter の設定で出力形式を Excel ブックにし、用語ベースをドラッグ&ドロ

ップするだけです。 

 

 

これで翻訳メモリと用語ベースのアップロードは完了です。 

 

 

４－２．テンプレートの作成 

Trados デスクトップにもある「テンプレート」は各設定情報を含めたもので、よく使うパ

ターンのテンプレートを作成することで、毎回の設定作業を省くことができます。Trados 

Live ではプロジェクトテンプレートをベースにプロジェクトの作成を行います。 

また、翻訳メモリ、用語ベース、機械翻訳エンジンを 1 つにまとめた「翻訳エンジン」とい

うテンプレートもあり、こちらも事前に作成を行います。 

 

【翻訳エンジン】 

リソースタブの「翻訳エンジン」には作成済みの翻訳エンジンが表示されます。 

 

 

https://appstore.sdl.com/jp/language/app/glossary-converter/195/
https://appstore.sdl.com/jp/language/app/glossary-converter/195/
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右の「新しい翻訳エンジン」をクリックし新しい翻訳エンジンを作成します。 

 

 

翻訳エンジンの名前、保存場所、言語処理規則、言語を設定します。 

 

 

翻訳エンジンに含めたい「翻訳メモリ」「用語ベース」「機械翻訳エンジン」を設定します。 

本ガイドで Trados Live 上に作成したサンプル用の翻訳メモリと用語ベース、また RWS の

機械翻訳「Language Weaver」を例として選択しています。 
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「翻訳エンジン」は、よく使うパターンを何種類か設定しておくのが便利です。プロジェク

ト作成のタイミングで微調整はできますので、すべてのパターンを細かくテンプレート化

する必要はなく、ベースとなるパターンを何種類か作るのがお勧めです。 

 

【プロジェクトテンプレート】 

プロジェクトテンプレートは翻訳エンジンを含む、プロジェクトのすべての設定を含む親

となるテンプレートです。 

リソースタブの「プロジェクトテンプレート」の「新しいプロジェクトテンプレート」をク

リックします。 

 

 

「全般」でプロジェクトテンプレートの名前、保存場所、ファイルの種類の設定（デフォル

トで初めは問題ないです）、言語を設定します。 

 

*ファイルの種類の設定とは、Word や Excel、xml などファイルの取り込み方を変更する

設定です。 
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「翻訳エンジン」でどの翻訳エンジンを使用するかを選択します。 

本ガイド内で作成した「サンプル翻訳エンジン」を選択します。 

 

 

「設定」では、プロジェクトの全般設定を行います。 

一括翻訳で何%マッチ以上を事前に挿入するか、QA チェックの検証項目の設定、翻訳メモ

リのペナルティなどを設定できます。 

 

 

設定が終わったら「作成」をクリックします。 

これでテンプレートファイルの準備は完了です。 
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５．翻訳 

それでは Trados Live 上で翻訳を進めていきましょう。 

 

５－１．プロジェクトの作成 

プロジェクトタブで Trados Live 上のプロジェクトをリストで確認できます。 

 

 

右にある「新しいプロジェクト」をクリックします。 

プロジェクト名、締切日、保存場所を設定し、使用するプロジェクトテンプレートを選

択します。プロジェクトテンプレートを選択した時点で、言語、翻訳エンジン、設定情

報はすべてセットされます。これがテンプレートのメリットです。 

右のエリアに原文ファイルをドラッグ&ドロップするか、参照からファイルを選択しま

す。 
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「翻訳エンジン」では翻訳メモリ、翻訳エンジン、用語ベースがすでに設定されていま

すが、変更したい場合は変えることも可能です。 

 

 

「設定」も同様にプロジェクトテンプレートにより設定は完了していますが、変更した

い場合はこのタイミングで変更します。 

 

設定が終わったら「作成して開始」をクリックします。 

 

 

作成したプロジェクトはプロジェクトリストに追加され、プロジェクト名をクリックす

ると詳細を確認できます。 
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「ダッシュボード」：進捗状況を確認できます。 

「ステージ」：個人向けの Essential では基本的に使用しません。Team ではワークフロ

ーのどの段階にいるかを確認します。 

「レポート」：翻訳メモリからマッチする分節がいくつあるか、解析レポートを確認で

きます。Trados デスクトップのレポートビューに該当します 

「ファイル」：プロジェクト内のファイルを確認できます。Trados デスクトップのファ

イルビューに該当します。 

「タスクの履歴」：プロジェクトがどのようなタスクを経て進捗してきたかを確認でき

ます。 

「設定」：プロジェクトの設定を作成後にも変更できます。 

 

 

５－２．オンラインエディタでの翻訳 

Trados Live のプロジェクトを作業する場合には「受信トレイ」タブからタスクを選択

します。新規タブには新たなタスク、アクティブタブには進行中のタスク、完了タブに

は終了したタスクが表示されます。 
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タスクをクリックし、右の「反映」ボタンをクリックします。 

 

 

反映後、翻訳をオンラインエディタで開くか、Trados Studio で開くかを選択できます。 

 

 

※Essential は個人環境のため、他の人にタスクをアサインしたりタスクを受け取るこ

とはありませんが、Teams と同じプラットフォームである都合上、「受信トレイ」でタ

スクを「反映」してから翻訳とレビューを開始します。 

 

「オンラインエディタで開く」をクリックし、オンラインで翻訳を開始します。 

基本的な翻訳の操作は Trados デスクトップと同様です。右のメニューアイコンでは、

「検証」、「修正パネル」「表示フィルタ」「検索パネル」「コメント」「置換と検索」のパ

ネルを表示できます。 

基本的には虫眼鏡のアイコンの「検索パネル」を表示させ、翻訳メモリや用語ベースの

検索結果を確認しながら翻訳を進めていきます。 
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レビューを行う際は、上部の「レビュー」タブにて変更履歴を ON にします。 

 

 

また検証ボタンをクリックし、文書全体に対しエラーや不備がないかの QA チェックを

行うことも可能です。 
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「表示」タブにあるレイアウトで「水平」を選択すると、原文と訳文が縦に順に並ぶレ

イアウトに変更することも可能です。これは Trados デスクトップにはなくオンライン

エディタのみで使用できるレイアウトです。 

 

 

また暖色やダークといった表示モードの切り替えも可能です。 
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５－３．訳文生成 

翻訳とレビューが完了したら、エディタ画面上部にある「完了」をクリックします。 

 

翻訳タスク内にある「ファイル」タブで、該当のファイルにチェックをいれ「Download」

をクリックし訳文ファイルをダウンロードできます。 

   

 

Native version にチェックを入れると、原文と同じファイル形式で訳文をダウンロードで

きます。 

「プロジェクト」タブからプロジェクト内の「ファイル」からも同様にダウンロードが可能

です。 
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６．Trados デスクトップとの同期 

Trados Live 上で作成したプロジェクトは Trados デスクトップでも確認と作業が可能

です。Trados デスクトップの「プロジェクト」ビューで、画面上部の「クラウドプロ

ジェクト」にある更新をクリックすると、Trados Live 上にあるプロジェクトがデスク

トップと同期され表示されます。 

 

 

雲のアイコンは Trados Live 上のプロジェクト、フォルダアイコンはローカル PC に保

存されているプロジェクトであることを示しています。Trados Live 上のプロジェクト

をデスクトップで作業をしたい場合は、ダブルクリックをして開くことで、Trados デ

スクトップ上で作業を行えます。（ローカルに自動でデータがダウンロードされます） 
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Trados デスクトップで作成したプロジェクトを Trados Live に同期したい場合、 

プロジェクト作成時に「クラウドプロジェクトの作成」を選択します。 

 

プロジェクトテンプレートと翻訳エンジンを使用した同様の手順をデスクトップ上で

行い、Trados Live 上にプロジェクトを作成できます。作成後は Trados Live と Trados

デスクトップお好きなほうで作業を行えます。 

 

７．Trados Live Team について 

本ガイドでは個人で使用する Essential をご紹介しましたが、Team をお持ちいただくこと

で、ワークフローを使用し作業者をアサインしたり、プロジェクトをオンラインで管理した

り、翻訳やレビューを同時に複数ユーザで行うことも可能となります。 

 

【Trados Live Team トライアルお申込み】 

https://www.trados.com/jp/products/trados-live/team/trial.html 

【ご紹介ブログ】 

https://www.trados.com/jp/blog/TradosLiveTeam_introduction.html 

https://www.trados.com/jp/products/trados-live/team/
https://www.trados.com/jp/products/trados-live/team/trial.html
https://www.trados.com/jp/blog/TradosLiveTeam_introduction.html

